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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

有限会社橋興
代表取締役　橋本進也

環境経営方針

制定日： 2022年8月1日

改定日：

　有限会社橋興は、建設事業を通じて地域社会に貢献する企業を目指すとともに、
事業活動が地域および地球環境における影響に配慮し、自然環境の保全および持続
可能な社会の構築に向けて、全社員で環境負荷低減に対する取り組みを行います。
また、環境関連法規遵守の理念をもった人材の育成に努め、高い環境経営への意識
を持って継続的に活動します。

1.環境経営方針を全従業員に周知します。

2.環境関連法規および当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

3.以下の取組を行います。
　①二酸化炭素排出量の削減
　②産業廃棄物排出量の削減
　③水使用量の削減
　④環境配慮工事の推進
　⑤グリーン購入の推進
　⑥地域の環境活動への参加

4.環境経営レポートを作成し、公表します。

5.環境経営の改善に向けた取組を継続的に行います。
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
有限会社橋興
代表取締役　橋本　進也

法人設立年月日　平成１５年４月２５日

（２） 所在地
本社 (畑寺倉庫・従業員駐車場を含む）   
〒790-0913　愛媛県松山市畑寺４丁目２番１８号

東野事業場（重機置場（自社地）、資材小屋・産廃置場・積替保管施設、土場を含む）　　
〒790-0913　愛媛県松山市東野３丁目乙８番地７

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者　 橋本　進也

TEL：089-976-1138

FAX：089-976-9211

（４） 事業内容
建設業の許可：愛媛県知事許可（般‐30）第　15347号
許可年月日　：平成30年7月1日

鋼構造物事業・ 舗装工事業・水道施設工事業・解体工事業

（５） 事業の規模
資本金 万円
売上高 万円

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

備　　考
台
台
台
台
台

主要設備

備考
基
基
基
基

積み替え保管施設

㎡ ㎥

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名：有限会社橋興

対象事業所：本社（畑寺倉庫・従業員駐車場を含む）
東野事業場（重機置場（自社地）、資材小屋・産廃置場・積替保管施設、土場を含む）

対象組織・活動：事業活動の全組織・全活動を対象

台数
4
2
5
3
14

ダンプ
キャブオーバ
貨物用バン
普通乗用車

合計

車種

本社事務所 合計

15,091
500

本社駐車場

2022年8月1日

建設業の種類：土木工事業・とび土工コンクリート工事業・石工事業・しゅんせつ工事業

10　名従業員

510

148 2,092 2,361.56121.56

東野残土置き場 18.0
名称 保管面積

台数名称

振動ローラー

保管上限

東野事業場
延べ床面積　　　

備考

2
2
1
5合計

クレーン機能付油圧ショベル

超小旋回型油圧ショベル
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・環境経営に関する実行責任者
・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価
・環境経営レポートの確認

代表取締役

全従業員
・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

役割・責任・権限

2022年8月1日

・環境経営に関する統括責任
・必要な経営資源（人材・設備・費用・時間）を準備
・環境管理責任者の任命
・環境経営方針の策定・見直し
・全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者

環境事務局

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・各種帳票の作成・データのとりまとめ
・環境経営目標・計画書案の作成
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成・公開

工事部

・環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施
・環境経営目標達成に向けた取組実施
・環境関連法規等遵守の取組
・緊急事態対応試行訓練の実施・記録
・問題点の是正・予防

全従業員

代表取締役
社長

環境管理責任者
社長兼任

環境事務局
社長・部長・総務担当

工事部

部長営業担当 総務担当
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□産業廃棄物処理業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

〇 〇 〇 〇〇〇 〇〇〇〇 〇

　　産業廃棄物事業場外保管の届出内容

　　産業廃棄物の種類と処分業者の内容

※産業廃棄物運搬については、自社が元請の場合に限り、自社運搬を行う

許可有効年月日

廃棄物の種類

　汚泥

　廃プラスチック類

 所在地
 面積
 保管する産業廃棄物の種類
 保管上限
 屋外保管の有無（容器無し）

　㈱片建
　愛媛中予砕石㈱

愛媛県松山市東野3丁目乙9番４
510㎡

積
替
保
管

がれき類・木くず・金属くず・廃プラスチック類
18.0㎥

有 高さ上限 1.25ｍ

許可区域 許可番号 許可年月日

愛媛県 令和6年5月1日令和1年5月30日03802177101

　木くず

　がれき類

　㈱愛媛カッター工業
　㈱エコシティ
　城東開発㈱
　城東開発㈱
　㈱松山環境サービス
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□主な環境負荷の実績

※二酸化炭素排出係数：四国電力2021年度実績による調整後排出係数を採用

□環境経営目標及びその実績

上
段

上
段

下
段

下
段

✕

✕

✕

2

✕

〇

2

〇

〇

〇

〇

✕

通期（8月～1年間）

4か月間（8月～11
月）

kg-CO2

95%2021年

kg-CO2

※原単位評価算出根拠：2022年8月～11月の売上高　4.882万円

4,591 4,499

55,009

15,334

1,472 1,442

kg-CO2/千円 0.031

2021年 98%

地域の環境活動への参
加

上記二酸化炭素排出量合計 60,053kg-CO2

237,948 226,050

行動目標（次項による）

電力による二酸化炭素
削減

建設車両等の燃料によ
る二酸化炭素削減

㎥
10 1110

75,045 32,002

2021年

kg-CO2/千円

2021年 95%

0.359

32,002

グリーン購入の推進

行動目標（次項による）

23 22

0.030

53,909

78,995

灯油燃料による二酸化
炭素削減 kg-CO2

3,003 2,943

710 695

基準年度比 2021年 98%

原単位評価

62,603

kg

行動目標（次項による）

1,472

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

kg

18,426

0.417 0.377

4,591 1,472

8,826

2022年2021年

工事現場の環境配慮

kg/千円 1.585 1.506

16,356

41% 90%

（目標）

通期（8月～1年間）

4か月間（8月～11月）

15,027

0.366

61,351

214,153

（目標）

0.335

100%

21

0.655 1.474 1.426

21

93%

97% 96%

18,426

2,913 2,883

598

84% 97% 96%

0.355 0.352

2024年

（目標）

評
価

0.030 0.029

221,291

92%

2023年

0.029

4,361

52,809

0.020 0.020 0.012 0.019 0.019

95%

（基準年)

53,359

96%

4,407

60,679

98% 107%

（実績）

90%110%

電力

ガソリン

軽油

灯油

kg-CO2

kg-CO2

kg-CO2

原単位

単位

kg-CO2

kg-CO2/千円

0 3,003 598

0

0

0

0 2,540

62,603二酸化炭素総排出量

内訳

kg-CO2

13,81646,1830

2020年項　目 2022年2021年

水使用量 ㎥

※電力の二酸化炭素排出係数
（調整後）

kg-CO2/kWh

産業廃棄物排出量 32,002

11
0.5330.5330.000

0

0

23

237,948

基準年度比

原単位評価

基準年度比

原単位評価

基準年度比

原単位評価

産業廃棄物の削減

基準年度比

水道水の削減

kg-CO2/千円
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

建設車両等の燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

・数値目標の達成には至らなかったが、ほぼ横ばいの状況
である。事務所内の不要照明の消灯は実施できている。
・空調温度の適正化、不在時の消灯、使用にていないOA機
器の切電に徹底して取り組む。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） △

11月 12月

582
10月

・不要照明の消灯 ○

334 246 200

594724 549

数値目標
・アイドリングストップの徹底

・法定速度の推進

614

8月 9月 10月 11月 12月

原単位目標 ✕
数値目標 ✕

4月1月9月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

196283

✕

○
○

・急発進、急加速の禁止

1,596

315

2,271
594 1,361

1,101

159193

8月
366

329 282

10月
1,227

1,804

3月 4月1月

○

252 650343 361

達成状況

5月 6月

8月

895
562

11月
673

12月 2月 7月
1,002

5月

347

1,777
7月

・基準年に比較し、排出量は増加しているものの原単位評
価では削減目標が達成できている。
・アイドリング、急発進、急加速、法定速度については、
従業員の意識は良好であり、環境に配慮した運転技術が獲
得できている。

408
2月 7月

857 2,806960
4月

1,986 1,877 1,827
6月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

845
1月 2月 3月

759958
6月5月

562
3月

746838 709 600

9月

0

500

1,000

1,500

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

電力（kWh）
2021年 2022年

0

200

400

600

800

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

ガソリン（L)
2021年 2022年

0

1,000

2,000

3,000

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

軽油（L）
2021年 2022年
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灯油燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

10月

64,662 45,000

数値目標 〇

○

7,754 24,200 0 48 0 0 0 0 0

○
・マニフェストの管理・保管

11月

・分別の徹底
原単位目標

達成状況

9月

・産業廃棄物排出量の把握

7月1月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

240

2,000 9,300 3,033
8月 12月

11月

〇

取組結果とその評価、次年度の取組内容

10月

0 0 0

2月 3月 4月 5月

・数値目標、原単位目標ともに大幅に達成できているが、
産業廃棄物排出量は工事の種類や時期によって偏りがある
ため、年度を通じた実績で評価を行う必要がある。

〇

4月

達成状況
数値目標

193

○
　

5月 6月2月
00 0200142

0

6月 7月
9,300 55,275 21,221 59 249 27,848

0
0

0

1月

051 187

○

12月 3月

・基準年に比較し、灯油使用量は大幅に削減されている。
・灯油は冬季の暖房燃料として使用。
・工事の場所、気候、工事内容による変動の考慮が必要で
ある

203183

　

47
8月 9月

・冬季の暖房効率の向上

0

50

100

150

200

250

300

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34

灯油（L）
2021年 2022年

0

20,000

40,000

60,000

80,000

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

産業廃棄物排出量（㎏）
2021年 2022年
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水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

グリーン購入の推進

工事現場の環境配慮

地域の環境活動への参加

5月 7月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

△

6 0

・作業開始前の車両点検

・文具はエコマーク商品を購入する

取組結果とその評価、次年度の取組内容

00 0 0

達成状況

達成状況

・愛媛県の災害廃棄物等処理等協力協
定

○ ・非常事態時における災害廃棄物処理等協力協定は継続し
て締結しており、いつでも協力できる体制をとっている。
・地域清掃活動等への参加を検討する。

・地域で実施される環境活動への参加 ×

△ ・文具のエコマーク商品購入は、在庫がなくなり、新たに
仕入れをする時から取り組み開始とする。・燃費性・効率性の高い車両や建設機械の購入 △

○

0

8月 9月
0

7 0 4 0

達成状況

0

4
12月

0
4

10月 11月

✕

・建設機械の定期自主点検 ○ ・建設機械の定期自主点検は法令を遵守して実施できてい
る。
・作業開始前の車両点検は慣れによる点検漏れのないよう
注意喚起を行っていく。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・エコドライブの推進

　

0
6月4月

0
2月

3

取組結果とその評価、次年度の取組内容
・事務所内での手洗い等の使用が主であり、大きな変動は
ない。
・今後も節水に継続して取り組みたい。

0
1月

0
3月

0 0

0

　

2 4
0 0

○
0

数値目標
・手洗い時の不必要な水の節水

0

2

4

6

8

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

水道水（㎥）
2021年 2022年
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□各事業所の取組紹介

＜本社事務所＞

＜東野残土置き場＞
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

環境コミュニケーションにおける苦情・要望・提案はありません。

適用される法規制

環境関連法規の違反および訴訟はありません。
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

廃棄物処理法

愛媛県・松山市条例

道路交通法

騒音規制法

振動規制法

浄化槽法

フロン排出抑制法

労働安全衛生法

消防法

建設リサイクル法

家電リサイクル法

小型家電リサイクル法

地域別騒音基準の順守

指定地域内の特定建設作業を伴う建設工事の届出

対象品目の適正処理

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

地域別振動基準の順守

浄化槽の定期水質検査

第1種特定製品（業務用空調機および重機空調機）の定期点検と適正処理

安全衛生推進者の選任

作業に係る技能講習の受講

消防設備等の点検

火災対応手順書の保管・周知

〇再生資源利用促進計画書・実施書の作成

発注者への再生資源化等完了報告と記録の保存

リサイクル4品目の適正処理

〇

遵守状況

〇

〇

〇

〇

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

委託基準：産廃収集運搬・処分業者の許可の確認、契約

マニフェストの交付・保管・報告書の提出

積み替え保管基準の遵守

収集運搬・処分に関する条例遵守

車両の大きさ・重量、通行制限

安全運転管理者の選任

道路使用許可・占有許可の届出

指定地域内の特定建設作業を伴う建設工事の届出

〇

〇

〇
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□代表者による全体の評価と見直し・指示

日

代表者氏名 　　　代表取締役　橋本　進也

2022 年 11 月 30

□環境目標達成状況
①CO２排出量
・電力によるCO２排出量：ほぼ横ばいの数値である。
　今後は節電意識の徹底により削減を目指す。
・建設車両等の燃料によるCO2排出量：工事高の増加に伴い、燃料の使用料
も増加しているため、排出量は増加しているが、原単位評価では削減でき
ている。
・灯油燃料によるCO2排出量：今期（４か月間）の灯油使用料は削減できて
いるが、冬季の暖房燃料のため工事の場所、内容、気候等を考慮する必要
がある。
　
②産業廃棄物排出量
・数値目標は達成できているが年度スパンの評価が必要。
・分別の徹底、マニフェストの適正な管理を継続する。
　
③水道水使用量
・使用量は少ないため、大きな削減は期待できないが、継続して節水の周
知徹底に努める。

□活動計画の実施状況
・グリーン購入、エコドライブの推進、地域環境活動への参加に取り組
む。

□環境教育・訓練結果
・各技術者の技能講習は適宜受講できている。
・全従業員の教育計画は時期から実施していく。

□環境法令遵守状況
・環境法令規制は遵守でき、違反はありません。

□指示事項
　環境経営方針・目標の周知
　持続可能な社会実現に向けて、全社員が取組を理解し活動に努めること
を共有した。

□全体評価
・当社の二酸化炭素排出量は、自動車燃料によるものが、その割合を大き
く占めている。自動車燃料は工事の内容や工事高によって影響されるもの
であるが、環境を配慮した運転技術や燃費性の高い機械の導入等の取り組
みを行い、今後も継続的に二酸化炭素排出量削減の視点を持ち続けていき
たい。

　■環境経営目標の達成状況
　■環境活動計画の実施状況
　■コミュニケーション記録
　■環境教育・訓練結果
　■環境法令の遵守状況
　■是正・予防措置結果
　■その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　環境経営方針：　☑　無　　□　有

　環境経営目標：　☑　無　　□　有

　環境経営計画：　☑　無　　□　有

　実施体制：　　　☑　無　　□　有

実施日

見直し事項

変更の有無

総合評価と見直し・指示
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